
１．基本事項

川崎市南部身体障害者福祉会館及びふじみ園 評価対象年度

・事業者名　社会福祉法人　川崎市社会福祉事業団
・代表者名　理事長　佐川　道夫
・住所　　　　川崎市高津区久地３－１３－１

評価者

　令和３年４月１日～令和８年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価　（評価段階：5～1,標準：3,加点割合：5→100%,4→80%,3→60%,2→40%,1→0%)

分類 項目 配点 評価段階 評価点

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 令和５年度

事業者名 障害者施設指導課長

指定期間
健康福祉局障害保健福祉部

障害者施設指導課

着眼点

総
合
的
な
運
営
状
況

利用者への支援

利用者に対する支援を着実に実施しているか

10 4

（評価の理由）
・作業室では、定期的にJR武蔵溝ノ口コンコースで実施しているふれあいバザールへの参加に加え、４年ぶりにかわしんふれあい市場へ参
加し、自主製作品の販売機会を拡充した。また、利用者の地域生活・事業所利用が継続できるよう、カンファレンスの開催、社会資源の紹介、
突発事案への対応などの支援を行うとともに、家族には定例（年に４回）で開催する家族会の席や、送迎時の時間を利用して情報交換を行
い、生活・健康の把握、要望の聞き取りを行うなど利用者と家族への支援を行った。
・会館では、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じながら、手話・点字入門講習会などの講座の実施した。また、福祉教室として近隣小
学校とオンライン交流会を実施した。
・ふじみ園では、利用者への支援は、利用者一人ひとりのアセスメントを丁寧に行い、利用者及び家族等の意向とニーズに基づき、利用者の
ストレングスを活かして作成した個別支援計画に沿ったサービスの提供を行った。障害の重度化や高齢化により、歩行の不安定さやしせいの
保持が困難になるなど、身体機能の低下がみられる利用者が増えてきていることから、南部地域支援室の専門相談を依頼し、身体機能の評
価と適切な運動の実施について助言と指導を受け、それを参考に個別プログラムを実施している。また、食事場面や排泄場面での個別支援
が必要な利用者が増えてきたため、個々の障害特性を踏まえ、個別に支援を行うとともに利用者個々の能力が発揮されるよう環境調整を行っ
た。

利用実績

【南身館】
〔講習会・ボランティア育成事業〕
・オンライン交流会　１回　１３４名（宮前小学校）　・入門点字講習会　３回　１９名
・親子点字教室　２回　１３名　　　　　　　　　　　　　・入門手話講習会　６回　５９名
・親子手話教室　３回　２３名
〔作業室〕※令和６年３月３１日
・在籍数：生活介護　１９名（定員２０名）

【ふじみ園】※令和６年３月３１日
・在籍数：生活介護　　４５名（定員５０名）
　　　　　　就労継続Ｂ　　９名（定員１０名）

収支実績

サービス向上の取組

・作業室では、食事において栄養士が利用者一人ひとりの食事形態や摂取量を考慮した献立を安全に提供す
るとともに利用者に希望のメニューを伺い、行事食に反映させている。
・ふじみ園では、利用者・家族の高齢化に伴い、家族全体への支援の必要性が増えてきており、地域みまもり
支援センター、福祉事務所、地域相談支援センター、地域包括支援センターと連携し、ショートステイの利用や
グループホーム入居、入所施設の見学等サービス利用に向けての支援や病院受診等医療に繋げる支援を
行っている。

8
利用者の障害特性に応じた個別支援等を実施しているか

事業成果

基本協定に規定する業務の範囲を適切に実施しているか

10 4 8
指定管理施設としての事業目的を達成することができたか

R5

身障会館・作業室全体　 （円） ふじみ園 （円）
90,879,000 160,619,000

委託料 32,036,000 就労支援事業 3,552,000
給付費 56,549,000 給付費 151,394,000

就労支援事業 362,000 その他 5,673,000
その他 1,932,000 支出 126,756,000

70,019,000 人件費 88,543,000
人件費 47,437,000 事務費 17,997,000
事務費 13,548,000 事業費 10,029,000
事業費 5,367,000 就労支援事業 4,092,000

就労支援事業 362,000 事務局経費 5,324,000
事務局経費 2,625,000 その他 771,000
その他 680,000 差額 33,863,000

20,860,000差額

収入 収入

支出



適正な人員配置

連絡・連携体制

担当者のスキル
アップ

5 4 4

コンプライアンス 5 3 3

職員の労働条
件・労働環境

5 3 3

5 3 3
事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

収入状況

計画通りの収入が得られているか

5

（評価の理由）
・社会福祉法人会計基準や法人の定める経理基準に基づいた会計手続きを行い、適切な会計処理を行った。

サ
ー

ビ
ス
体
制

適切なサービス
の提供

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

10 4 8

利用者の意見・
要望への対応

意見・要望の収集方法を確立しているか

5

収
支
状
況

支出状況

計画に基づく適正な支出が行われているか

5 3 3
支出に見合う効果等が図られているか

4 4

3 3
条例に基づく利用料等を適切に徴収しているか

適切な会計手続

会計基準に基づく会計処理がなされているか

利用者への支援を適時かつ十分に行っているか

サービス向上へ
の取組み

現状分析、課題把握等を常に行っているか

5 4 4
サービス向上に向けた取組みがなされているか

利用者からの要望や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

（評価の理由）
・会館では、利用団体責任者との対話の機会を設け、コミュニケーションを積極的に図ることで、使い勝手や環境など利用に関する意見など
を聞き取り、事業運営に反映させた。また、利用団体、町内会、行政、会館で構成される運営委員会を年１回開催した。
・作業室では、毎月開催する利用者の会や家族会において、日中活動に対する意見を聴取し、サービス提供への反映を図った。また、前年
度の満足度調査の項目ごとの回答結果を分析し、改善に向けての取り組みを行うとともに調査結果を利用者・家族に配付・報告している。単
位実習生、異動や退職した職員を対象に「施設利用アンケート」を実施し、回答を職員会議で報告するとともに施設運営に反映させた。
・ふじみ園では、食事において利用者個々の提供栄養量を算定するとともに、咀嚼・嚥下状態を考慮した食形態で提供した。また、毎月1回
給食会議を開催し、管理栄養士及び看護師、支援員、施設長、厨房責任者を交えて、給食の内容や調理方法、食形態等について意見交換
を行うとともに意見をもとに改善を行い、安全でより良い給食の提供に努めた。また希望者に対して栄養士及び看護師を含めた栄養相談を行
い、体調の維持等健康管理に努めた。

組
織
管
理
体
制

必要な人員が必要な場所に適切に配置されているか

5 3 3

緊急時の連絡体制を構築しているか

法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体制が整備され、適切な運
用が為されているか

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備され
ているか

（評価の理由）
・法人内研修や施設内研修に加え、外部研修への参加により研鑽を図るとともに多くの職員が研修に参加できる機会を増やし、職員の専門
性とサービスの質の向上を図った。研修受講後は、研修報告書を作成及び職員会議での報告を行い、施設内での伝達を行った。
・法人事務局や施設内での緊急連絡網を整備している。また給食に係る厨房委託業者とも施設運営時間外での連絡体制を整備しているた
め、給食提供に必要な対応を迅速に図ることができている。
・車両事故等について対応マニュアルを整備し、安全な施設運営に努めるとともに、事故が発生した場合は施設で作成している「事故対策フ
ロー」に則り、状況の把握と処置、関係機関への報告を行うことを職員に対し周知徹底ができている。

所管課との連絡・連携が十分に図られているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修等が行われているか

安全・安心への
取組

事故、犯罪、災害等から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となってい
るか（人員配置、マニュアル、訓練等）

5 4 4



施設・設備の保
守管理

5 3 3

管理記録の整
備・保管

5 3 3

清掃業務

警備業務

備品管理 5 3 3

４．その他加点
分類 項目 評価点

市の政策課題へ
の取組

0

５．総合評価

70 評価ランク

評価点合計：100点満点,標準点:60点

評価ランク：A～E／標準：Ｃ／A→80点以上,B→70点以上80点未満,C→60点以上70点未満,D→50点以上60点未満,E→50点未満

A→特に優れている,B→優れている,C→適正である,D→改善が必要である,E→問題があり適切な措置を講じる必要がある。

６．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

７．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

評価点合計 B

・会館では、近隣の小学校生徒が来所する小学校社会福祉教室は新型コロナウイルス感染拡大により中止となったが、宮前小学校とオ
ンライン交流会を実施し、事業所説明、飛行船利用者との双方向による質疑応答・対話・レクリエーションにより障害福祉の理解と交流を
図った。
・作業室では、コロナ禍による、外出レクや自主製作品販売活動、南身館フェスティバルなど、地域交流・社会参加の機会が制限もあっ
たが、施設内で可能な行事を利用者の会と企画し実施し、自主製作品販売の機会を拡充なども行った。
・利用者・家族の高齢化に伴い、家族全体への支援の必要性が増えてきているが、福祉事務所、相談支援センター、地域包括支援セン
ターと連携し、ショートステイの利用やグループホーム入居、入所施設の見学等サービス利用に向けての支援や病院受診等医療に繋げ
る支援を行った。

・今後も利用者の高齢化や重度化が進んでいくため、課題を整理しながら、利用者それぞれの状況に合わせた支援を行っていくこと。

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて
いるか

（評価の理由）
・昇降機、消防設備、空調に関して定期的に保守管理を実施するとともに法人が雇用した建築士が６か月毎に巡回を行い、設備点検・改修
箇所の全館確認を行っている。
・消耗品の補充は、品切れを起こさないよう毎月残量を確認した上で、事務担当者が発注し、過不足がないようにしている。

着眼点

そ
の
他
加
点

第三者へ一部の業務委託を行う際の市内中小企業者の受注機会の確保・拡大や
地域包括ケアシステムの構築に向けた取組への協力、障害者の法定雇用率を越
える雇用などを行っているか

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適切
に実施しているか

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか

施設内及び外構の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を
維持しているか

5 3 3


